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論理式の簡単化の準備１：論理式の大小関係
お約束： 0 < 1 

定義：         
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と言う

補題１
x y x+y

0 0 0

0 1 1

1 0 1

1 1 1

(3)の証明
x y xy

0 0 0

0 1 0

1 0 0

1 1 1

(4)の証明

≦

≦

≦

≦

≧

≧

≧

≧
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論理関数の大小関係
論理式の大小関係と同様に、以下のように定義する
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x y z M x+y

0 0 0 0 0

0 0 1 0 0

0 1 0 0 1

0 1 1 1 1

1 0 0 0 1

1 0 1 1 1

1 1 0 1 1

1 1 1 1 1

例：

≦
≦
≦
≦
≦
≦
≦
≦
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関数の大小関係の調べ方
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x y z g f

0 0 0 0 0

0 0 1 0 0

0 1 0 0 1

0 1 1 1 1

1 0 0 0 1

1 0 1 1 1

1 1 0 1 1

1 1 1 1 1

真理値表を書けば良い

順に黒板で説明 
1, 3, 4は自明ですよね？ 

5は2を使って証明

そこで命題3.4（コンピュータの基礎）
(1)

(2)

(3)

(4)
(5)

2の証明：
でも面倒.... 
抽象的式だと無理

一応5も証明：

重要！

大小関係は3.4(2)で調べる！！ 
直感的には(1).bが分かりやすい

a-fは同値
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練習問題
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以下の不等式を証明しなさい
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順序関係：ハッセ線図
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最小項
最大項
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簡単化の準備その２：部分積項
最小項　　　　　　　　の部分積項とは、いくつかのリテラルを削
除した積項の事 

• 最小項自体も部分積項の一つ 
• １つ以上のリテラルを削除した部分積項を真部分積項と呼ぶ 
• 部分積項の長さを |       |で表す 

例：5変数関数の最小項　　　　　　　に対して、　　　　は 
　　長さ　　　　　　の真部分積項である
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論理式の簡単化の準備１：論理式の大小関係

ちなみに、その１は先ほどの↓
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部分積項の性質と簡単化の原理
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命題3.6:部分積項の性質

証明：(1) べき等律から自明 (                       ) 
            (2)以下の例を一般化する

簡単化の原理
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簡単化の具体例
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答えは黒板

をくくり出してf1を簡単化せよ　
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命題3.6を難しく言う：内項と主項
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(最短

何故短い事が重要なのか？

主項を見つける事で論理関数を簡単にする事ができる！！

そこで

参考



Kengo Kinoshita 
Tohoku University

問題：主項であることを示す
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示すべき事 答えは黒板

あることを示せ
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主項は一つではない
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確認してみよう
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論理関数は主項の和で表現できる
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証明

具体例は次ページ！
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具体例
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T(f1)
x1 x2 x3 x4

0 0 0 1

0 1 0 0

0 1 0 1

0 1 1 0

0 1 1 1

1 0 0 0

1 0 0 1

1 0 1 1

1 1 0 0

1 1 0 1

主項の真値集合

T1 T2 T3 T4 T5

○

○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

TnがT(f)のどこをカバーしているか？

必須主項：主項で、無いと f をカバー出来なくなる主項 
　　　　　（この例では２以外全てが必須主項）

(・・*)。。oＯ(どうやって主項は探すの？)


